
体験運用マニュアル（抜粋）

１ 体験者に事前説明をしましょう

（１）アマチュア無線とは：無線電波を使って行う電話ごっこ

（２）フォネティックコードや和文通話表の一部を使う（下表説明）

・コールサイン：JR8YQH（ジュリエット、アルファ、エイト、ヤンキー、ケベック、ホテル

・名前：（体験者の）（ 体験者の名前やハンドルネームで説明             ）

（３）用語の説明

  ・ 「ＣＱ」：全てのアマチュア無線局を一括して呼び出す符号のこと、（Call to Quarters の

略）かも、「だれでもいいからお話しませんか？」みたいなもの

・ 「コールサイン」：呼び出し符合、識別信号、無線局を識別する番号

・ 「シグナルレポート」：了解度５段階、信号強度９段階であらわす、

R（readability）、S（ sigunal strength）で ５９の様に表す

了解度：５完全に了解、４困難なく了解、３かなり困難、２かろうじて了解、１了解できない

信号強度：９極めて強い、８強い、７かなり強い、６適度な強さ、５かなり適度な強さ

      ４弱いが受信容易、３弱い、２たいへん弱い、１微弱かろうじて受信

２ 自己紹介をかんたんにまとめておく

・ 「学年は」：中学２年生

・ 「なぜ体験運用を」：遠くの人と話せて面白そうだったから

・ 「やってみた感想」：緊張する

・「趣味は」：サッカー

３ 交信相手局に聞いてみたいことのまとめ

・ 「アマチュア無線を始めて何年目ですか」：？

・ 「アマチュア無線の何が面白い」：？

４ 体験の手順

・有資格者で交信を成立後に体験者に交代

⇒・体験者と交信相手で交互に会話する ・・・・・・・・ （体験のしかた別紙１）

・有資格者で交信を終わる

５ 体験交信証の発行

交信証に準じて発行する

６ 欧文通話表（フォネティックコード）、和文通話表 ・・・・・・・・・ （別紙２）
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